
令和3年度は、新型コロナウイルス感染症による難局を一刻も早く乗り越えるため、コロナ対策を最重点課題として位置
づけた予算を編成しました。コロナから県民の生命と暮らしを守り、アフターコロナにおける新しい日常を見据えながら、
これまで10余年にわたって着実に積み重ねてきた「清流の国ぎふ」づくりを未来に向かって推進していきます。 

予算の規模（単位：億円）

,

,

一般会計の総額は8,704億円 
➡コロナ関連予算を除けば
9年ぶりの減額予算 　

重要課題にしっかりと財源を振り分けた
 未来志向・課題解決型の予算としながら、
 財政の健全性に十分に配慮 

①未来を支える人 
　● スーパー・インクワイアリー（探究）・ハイスクールの推進…1100万円 
　    ➡ 県立5高校をモデル校とし、ICTの重点的な活用や大学等との幅広い連携を通じ、教科横断的・探究的な学びを実施 
②誰もが活躍できる社会
　● 電源を要する在宅重度障がい児者の非常用電源装置等整備への支援…420万円 

 介護事業者による外国人介護人材受入時の日本語学習実施への支援…600万円　●

①ウィズコロナ～新型コロナウイルス感染症から県民を守る～   
　● 病床・宿泊療養施設・後方支援病床の確保…110億8 239万円【コロナ関連】
　    ➡ 受入病床等の確保に加え、退院基準を満たした患者を受け入れる病院や、患者受入の負担が大きい病院を支援 
②健やかで安らかに暮らせる地域
　● 医療保険が適用されない不育症検査に係る費用への助成…261万円

 街頭防犯カメラを設置する自治会や民間事業者等への助成制度の創設…700万円 　●

③誰もが暮らしやすい地域
　● 周辺道路や道路規制情報等の孤立発生要因を網羅した孤立予想集落地図の作成・共有…830万円

①アフターコロナ～新たな日常を見据えた岐阜県を創る～        
　● 中小企業や商店街等のデジタルトランスフォーメーションの支援…6億2,180万円【コロナ関連

 サテライトオフィスの誘致、ワーケーションの推進…9,683万円【コロナ関連】
 国内外からの誘客に向けたデジタル技術の活用…6,756万円【コロナ関連】

】
　●

　●

②地域の魅力の創造・伝承・発信  
　● 第一線で活躍する文化人・知識人と地域の人々の知の交流「エンジン01 in 岐阜」の開催…3,400万円 

 スポーツ、文化、健康と福祉の総合的な祭典「ねんりんピック岐阜2021」の開催…12億6,316万円　●

③次世代を見据えた産業・農林畜水産業の振興
　● リニア中央新幹線活用戦略のブラッシュアップ…980万円
ブランド力強化・担い手確保に向けた栽培技術、県オリジナル品種の開発…1,515万円 　● 




